
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

○豊かに表現し，学び合う授業づくり 学力向上推進員 委員 校長 教頭 校長
研修主任 教務主任

○保護者との連携による家庭学習の充実 松浦 真紀 １学年主任 ２学年主任
３学年主任 ５学年主任
６学年主任 特別支援コーディネーター

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的な知識・技能が身に ・基礎的・基本的な知識・技能を，できる ・朝のドリルタイムでは，基礎・基本，スキ ・引き続き，朝のドリルタイムで ・基礎的・基本的な知識・技能の習得に ・応用力の習得を図るために，児童
付いていたり，与えられた課題にも真面 だけ多くの児童が身に付けることができ ルアップタイムでは，応用力の習得を図れ は，基礎的・基本的な知識・技能 ついては，８割程度達成することができ に与える教材や指導形態（習熟度別
目に取り組めたりできる児童が多い。 る。 るよう，時間を十分に確保する。 を確実に身に付けられるよう，プ た。応用力の習得については，スキル に分ける等）について，どういったも
●学級内に学力の差が見られ，定着し ・身に付けた知識・技能を用いて応用力 ・授業の初めには，復習・振り返りを取り入 リントや小テストなどを行う。その アップタイムにそれぞれの学年に応じて のが適切なのか，検討していく必要
ていない児童もいる。 を高めたり，他の学習や生活の場面に れた授業づくりを行う。 基盤を生かし，スキルアップタイ 取り組んできたが，学力差が見られ，今 がある。

おいて活用することができる。 ・応用力の習得を図るために，多様な問題 ムでは，応用力の習得を図る。 後も継続して行う必要がある。
に取り組ませる。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○少人数の中で，自分の考えを伝えた ・学年の発達段階に合わせ，目的に応じ ・話し合いを広げたり深めたりできるよう ・ ICT を有効に用いるために，教 ・様々な方法を用いる中で，根拠や理 ・児童が自分の思いを伝えたくなるような場面設

り，事前に準備できる課題では，自己 て，根拠や理由を明らかにした自分の考 に，北島南小「授業のスタンダード」を継続 師間で使用方法の情報交換をし 由を明らかにした自分の考えを伝える 定を意図的に設けたり，作文力を向上させたり

表現できる児童が多い。 えを伝えることができる。 して効果的に使う。 たり，メタ文字等の校内研修等を ことができる児童が増えてきた。また， する。

●自分の思いや考えを根拠や理由を ・ ICT を有効に用い，思考ツールなどを使 行ったりして，教師の技術向上に 学年が上がるにつれ ICT を用いて考え ・ ICT を授業に生かす方法等を研修だけでなく，
挙げながら表現することに課題がある。 って，考えを共有しあう場面を多く作る。 努める。 を共有できている。 教職員間で情報交換できる場作りを行う。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○朝の読書，宿題など決められた課題 ・学び方を習得し，自分に必要な学習を ・学年の発達段階に応じた自主学習のヒン ・学年間で学期ごとに学級文庫の ・今までの積み重ねから，自ら読書しようとす ・効果的で意欲の向上につながる自
には，真面目に取り組む児童が多い。 選択して，進んで家庭での学習や読書 トを提示したり，よりよい学習の仕方を繰り 本を入れ替え，新しい本との出会 る児童が育ってきている。 主学習の仕方を，教師も考え児童に
●家庭での読書，自主学習などの自分 に取り組むことができる。 返し指導したりして，意欲向上につなげる。 いを広げる。 ・発達段階に応じて自主学習に取り組む中 提示する。
から課題を見つけて選択して取り組む ・毎月２３日の家庭読書の日を児童が楽し ・図書館司書や委員会と連携を で，友達の学び方を取り入れ自分の学習に生 ・児童や教職員からのおすすめの図
ことには，差が見られる。 みにできるよう工夫し，家庭での読書活動 図り，図書室の利用が増えるよう かそうとする児童も増えてきたが，内容に関し 書を紹介する。

を充実させる。 な，楽しい仕掛けを行う。 ては個人差が見られる。
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